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 中央の白色は、あさひ（旭）を表す。青色の星は

北斗星。黄色の部分は、漢字の「人」を５つ組み合

わし、仲良く手をつないで団結の姿を表す。さらに、

白色は、まだ純粋な小学生が自分の好きな道を進めることを、また、空色は、

青空のようにすかっと爽やかな誰からも好かれる人になるようにという願いを

こめている。 

 

《 スクールカラー・校花・校木 》 

２ スクールカラー……『オレンジ』 

  学校の教育目標は、保護者や地域住民、時代社会の要請等を考慮し、人間

形成の教育にとって高い価値を集約して設定されている。特に、情意面では、

「思いやりのある子ども」の育成を目指している。というのは、近年、社会

的連帯感の喪失、人間性の喪失傾向を反省し、その回復を願っているからで

もある。したがって、学校教育への期待を重視して、「あたたかみのある人間

教育」をめざす意味で、校舎の色の一部にオレンジを用い、スクールカラー

とした。 

 

３ 校花･･････『レンゲツツジ』 

   比較的長い期間にわたって咲き、心をな 

ごませてくれる花であり、スクールカラー 

に合わせ、校花とした。 

 

４ 校木･･････『桜』 

  四季の変化を如実に表現する桜は、古来、日本人の心を象徴するものとし

て親しまれ、子どもたちにとっても身近な木であり、教材として価値がある。

しかも、開花時には人の心を惹き、自然に親しませる大きなはたらきをもつ

桜を、校木とした。 
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